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研究成果の概要（和文）：本研究では、経済実験およびアンケート調査を用いて労働供給に関する行動経済学的分析を
行った。経済実験では、実労働による報酬が多かった人ほど再分配をする傾向があるが、再分配を行うのは元々平等主
義的な価値観を持つ人であることが明らかにされた。また、兄弟姉妹の構成が競争選好に影響を及ぼすことを、高校生
を被験者とした別の経済実験で示した。また、東日本大震災が共同体意識にどのような影響を与えたかについてのWEB
アンケート調査を実施し、分析の結果、大規模な災害が直接的および間接的に人々の行動経済学的特性に影響を与える
可能性が示唆された。さらに阪神淡路大震災の被災者への長期的な経済的影響についても調査した。

研究成果の概要（英文）：We conducted a behavioral economic study on labor supply behavior using economic e
xperiments and Web-based surveys. First, by conducting an experiment on Japanese high school students, we 
quantified the impact of sibling structure on one's preference for competition, and examined whether a lon
g-debated sibling hypothesis in psychology is supported from the viewpoint of experimental economics. Seco
nd, we conducted a real-effort laboratory experiment to investigate the relationship between income and gi
ving. Third, we conducted a Web survey on the effects of the Great East Japan Earthquake on the behavioral
 economic parameters. Fourth, we explored the effects of the 1995 Hanshin-Awaji Earthquake on the wages fo
r people in the stricken area by the earthquake over the 17 years after its occurrence and identified whic
h part of the wage distribution has been most affected by this event by comparing the wage distributions t
o disaster victims and non-victims.
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１．研究開始当初の背景 
伝統的な経済学においては、人間が狭い意
味で合理的な行動をとると仮定されて分析
が進められてきた。しかし、労働市場におい
ては、人々が利己的であり、将来についての
計画を立てて合理的に行動するという前提
が満たされていない人々が存在するは事実
である。合理的に行動する労働者であれば、
賃金が高い時期に、より長時間働くことが最
適である。しかし、タクシー運転手は一日の
所得目標額を決めて働いている傾向がある
ことが示されている（Camerer 他（1997）QJE）。
また、デフレのもとでは名目賃金が上がらな
かったとしても実質賃金が上昇しているた
め労働者の労働意欲は低下しないはずであ
るが、実際には大きく労働意欲が低下するこ
とを Kawaguchi and Ohtake(2007,Industrial 
and Labor Relations Review）が観察した。
同じ額の賃金であったとしても周囲の人々
の賃金の額によって満足度が異なることは
よく知られている。このように労働経済学に
おける行動経済学的なアプローチは近年急
速に進められている。しかしながら、その研
究の多くは、実験室における比較的少人数の
経済実験であるか、既存のアンケート調査を
用いるか、限られた労働者に対するフィール
ド調査が多かった。しかし、それでは日本全
体の労働者の行動特性の分布がどのように
なっているかを明らかにすることはできな
い。 
 申請者は、今まで大阪大学２１世紀 COE お
よびグローバル COE において、それぞれ副リ
ーダー、リーダーとして、日米比較大規模ア
ンケート調査を行い、危険回避度や時間割引
率に関する計測を行い、その研究成果を多く
の著書・論文として発表してきた（大竹『日
本の不平等』(2005)、大竹・竹中(2007)、大
竹・竹中・安井(2007)、筒井・晝間・大竹・
池田(2007)、Ohtake(2008)、大竹・奥平(2009)、
筒井・大竹・池田 (2009)）。また、時間割引、
危険回避度、競争選好に関する経済実験を行
い、それらの特性や男女差について明らかに
してきた（Kinari, Ohtake, and Tsutsui 
(2009) Journal of Risk and Uncertainty, 水
谷・奥平・木成・大竹(2009、『行動経済学』）、 
Sasaki, Xie, Ohtake, Qin and Tsutsui(2008) 
China Economic Review)。 
 なかでも、仮想的な賃金変化に対する労働
時間の変化に関する質問を用いて賃金弾力
性を計測した大竹・竹中・安井(2007)および
先延ばし行動が長時間労働に与える影響を
分析した大竹・奥平(2009)は、本研究計画の
ベースとなる研究である。前者では、賃金の
労働供給に対する弾力性は比較的小さいこ
と、高額所得者と一般労働者の間で差がない
ことを明らかにした。また、後者の研究では、
双曲割引の代理変数とした後回し行動をと
る傾向がある労働者は、特に男性管理職で長
時間労働をする傾向が高いことを明らかに
した。ただし、今まで行ってきた質問紙ベー

スのアンケート調査では、行動パラメーター
に関する詳細な質問をすることが難しかっ
たため、その情報に誤差が含まれていた。例
えば、危険回避度は４つの段階に分類するこ
としかできなかった。この点は、Web ベース
のアンケートにすることで大幅に改善され
る。Web であれば、回答者の回答パターンに
応じて適切な質問だけを提示していくこと
が可能であり、行動経済学的な特性を質問紙
調査に比べて詳細に調べることが可能であ
る。Web 調査の問題は、質問紙ベースの調査
に比べてサンプルに偏りがある可能性があ
ることである。この点については、阪大 GCOE
による大規模アンケート調査の結果と比較
することで確認できる。また、競争選好、職
探し行動のようにWebアンケートでは計測が
困難な行動経済学的特性については、経済実
験を行う。すなわち、本研究は、質問紙調査
による分析では十分にできない労働供給行
動に関する行動経済学的な分析を、web アン
ケートと経済実験を用いて実施するもので
ある。さらに、時間割引率、危険回避度、競
争選好、平等主義などには、男女差があるこ
とが、申請者本人の過去の研究を含んだ先行
研究で知られている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、経済実験およびアンケート調
査（web・大規模アンケート）を用いて、労
働供給に関する行動経済学的分析を行う。具
体的には、危険回避、時間割引、競争選好、
平等主義に関するパラメーターを仮想的質
問および経済実験で求めた上で、それらが労
働供給行動にどのような影響を与えている
かを実証的に明らかにする。労働供給行動の
指標として、経済実験における生産性、現実
の労働時間、主観的な労働意欲、勤続期間な
どを用いる。web 調査、大規模アンケート、
派遣会社における業務データの利用によっ
て、日本の労働者の行動経済学的な特徴を明
らかにし、経済実験によって労働市場におけ
る規制の変更、賃金制度の変更の影響を予測
することができる。 
 
３．研究の方法 
第一に、時間割引率、危険回避度、競争選
好、平等主義などの行動経済学的パラメータ
ーと現実の労働供給行動を把握するために
同一個人に対してWebアンケート調査を毎年
継続的に調査し、その結果を用いて、行動経
済学的パラメーターの分布特性を明らかに
し、それらが現実の労働供給行動に与える影
響を実証的に確認する。第二に、標準的経済
学と行動経済学の対立仮説を明示的にした
上で、競争選好、労働供給行動、ジョブサー
チ行動等に関する経済実験を行い、行動経済
学的パラメターの推定および被験者の選択
行動の経済学的解釈を行う。第三に、派遣会
社の従業員に競争選好、危険回避度、時間割
引率、平等主義などの行動経済学的パラメー



ターをアンケートで計測し、そのパラメータ
ーと勤続期間、給与の変動の関係を実証的に
明らかにする。 
 
４．研究成果 
本研究では、経済実験およびアンケート調
査を用いて、労働供給に関する行動経済学的
分析を行うもので、具体的には、危険回避、
時間割引、競争選好、平等主義に関するパラ
メーターを仮想的質問および経済実験で求
めた上で、それらが労働供給行動にどのよう
な影響を与えているかを実証的に明らかに
する。web 調査、大規模アンケート、日本の
労働者の行動経済学的な特徴を明らかにし、
経済実験によって労働市場における規制の
変更、賃金制度の変更の影響を予測する。 
 H23 年度には行動経済学的な特性と労働供
給の関連を明らかにするために、約 10,000
人を対象に WEB アンケート調査を行った。時
間割引率、危険回避度、幸福度、性格特性、
教育等の情報と労働供給の状況について質
問を行った。また、大きな自然災害を被った
ことが、その後の長期的な経済的な状況や価
値観、選好、幸福度にどのような影響を与え
るかを明らかにするために、阪神大震災の被
災地域と比較対照となる大阪、横浜に調査対
象者を絞ったことが 2011 年度の調査の特色
である。2011 年度については、調査票の作成
と調査の実施が中心であり、分析は 2012 年
度に行った。 
 また、競争選好の男女差に関する経済実験
を行った。具体的には、競争選好の性差が、
中学高校時代に男女共学か否かに依存する
かを明らかにするために、高校生と大学生を
対象に経済実験を行った。分析を行ったとこ
ろ、共学・女子高という要素はあまり大きく
ないことが明らかになった。 
 さらに、ジョブサーチ行動について大阪大
学 GCOE のアンケートデータを用いて、時間
割引率の特性と派遣労働に就く可能性と派
遣労働が正社員へのステッピング・ストーン
になっているかを検証した。その結果、時間
割引率が高い人、現在バイアスの時間割引率
をもっている人ほど、派遣労働者となる可能
性が高いことを明らかにした。そのような行
動経済学的特性をコントロールしたとして
も派遣労働の経験は、正社員となる可能性を
低めているという結果が得られた。 
24 年度は 23 年度に行った行動経済学的特
性に関するアンケート調査（約 10,000 人を
対象にした WEB アンケート調査）の統計的解
析を行った。具体的には、阪神淡路大震災で
被災した人は、被災しなかった場合に比べて、
１７年経過した時点でも賃金が約５％低い
ことが明らかにされた。また、阪神淡路大震
災の被災者は、近隣住民とのソーシャル・キ
ャピタルが減少している。所得減少、ソーシ
ャル・キャピタルの減少の影響で、被災経験
者の幸福度は、非被災者よりも低くなってい
る。2012 年度においては、2011 年度の調査

対象者に対して、当時の住居の構造や近隣の
様子、所得などについて、追加調査を行った。
追加調査と 2011 年度調査の結果を用いた分
析でも、主な分析結果は変更されなかった。
東日本大震災が共同体意識に与えた影響お
よび行動経済学的パラメーターに与えた影
響を分析するためのWEBアンケート調査を実
施した。 
 23 年度に行った競争選好の男女差に関す
る経済実験結果の解析により、兄弟姉妹の構
成と順番によって、競争選好の程度が異なる
ことが示された。また、リアルエフォート実
験によって得られた賃金を被験者間で再分
配する機会を与えた実験を行い、再分配への
選好の特性を分析する実験を行った。 
 25 年度は競争選好についての経済実験及び、
Web アンケート調査を行った。自発的な再分
配の機会を与えると人々の労働意欲は影響
を受けるのかを実労働を伴う実験を行ない
「競争と再分配行動の関係性：経済実験によ
る分析」という論文にまとめ、行動経済学会
で報告した。実労働による報酬が多かった人
ほど再分配をする傾向があるが、再分配を行
うのはもともと平等主義的な価値観をもっ
ていた人であることが明らかにされた。また、
兄弟姉妹の構成が競争選好に影響を及ぼす
ことを示した研究結果を"Older Sisters and 
Younger Brothers: The Impact of Siblings 
on Preference for Competition,"という論
文にまとめ、ISER DP（No. 896） として公
開した。 
 WEB 調査では、東日本大震災が共同体意識
にどのような影響を与えたかについてのア
ンケート調査と暫定的な分析を行った。その
結果、東日本大震災の直接的効果よりも、計
画停電を経験したことが、その地域の共同体
意識を高めたことが認められた。これらの分
析結果から、大規模な災害が、直接的および
間接的に人びとの行動経済学的特性に影響
を与える可能性が示唆された。この研究につ
いては「震災後の日本人の幸福度と助け合い
精神」という論文で結果を紹介した（『災後
の文明』2014）。 
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